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山岳森林限界の植生移行帯における温暖化実験：二年間の植生への影響
The effect of the warming experiment on the vegetation in the Japanese alpine-forest-limit
vegetation transition zone
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山岳森林限界部では標高が 100m上昇しただけで、高木帯から低木帯に植生が劇的に変化する。このような場所は、わ
ずかに温度が上昇するだけで生態系が劇的に変化する、地球温暖化に対する感受性が極めて高い生態系だと考えられて
いる。そこで、地球温暖化の影響を解明して対策を講ずるために、山岳森林限界部を人工的に温暖化する実験を 2010年
に開始し、温暖化による生物多様性と物質循環に与える影響を追跡観測している。この温暖化実験のうち、2012年まで
の二年間の植生への影響について報告する。
実験地は、中央アルプス将棊ノ頭直下の信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学研究センター西駒ステーショ

ン演習林内の山岳森林限界部で、標高は約 2600mである。オオシラビソ帯とハイマツ帯の間で、樹高 4m前後のダケカ
ンバの下に低木等が生えている、平均斜度 35度の急斜面である。2010年 9月に、105× 105×高さ 210cmのオープン
トップチャンバー 10基を設置し、そのうち 5基は通年温暖化区、残りの 5基は冬季にポリカーボネート製の壁を外す夏
期温暖化区とした。オープントップチャンバーを設置しない対象区も 5つ設定した。全ての実験・対象区に 55× 55cm
のコドラートを設置して植生調査を開始した。
暫定的な解析によると、優占低木であるクロウスゴの当年枝成長は、2010-2011年には対照区よりも温暖化区（通年温

暖および夏季温暖）で高い傾向があったが、2011-2012年には処理間の差は小さく、温暖化の影響には年変動があること
が示唆された。また、2010-2012年のクロウスゴとミヤマホツツジ（ともに優占低木）の生存率が対照区よりも温暖化区
で高かった。優占草本 4種（コガネイチゴ・ゴゼンタチバナ・タケシマラン・ミヤマアキノキリンソウ）の個体数は、温
暖化区で対照区よりも 2011-2012年に減少する傾向があった。これらの結果は、地球温暖化によって山岳森林限界域で
は低木が繁茂し、草本が被陰されて衰退することを示唆する。この植生変化が、動物・微生物群集や物質循環にどのよ
うな影響を与えるのか、共同研究者とともに調査を続けている。
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